
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

修学旅行で北海道へ！ 
 12 月 13 日(月)～16 日(木)、2 年生 176 名が北海道へ修学旅行に

行きました。昨年度は新型コロナウイルス感染対策により、鳥取・

島根への旅行となっていましたが、今年度は北海道での実施。旅行

日程はほぼ予定通り進み、最終日には全員無事に香川県に帰ってく

ることができました。 

1 日目、まだ薄暗い学校に集合した 2 年生は、出発式をした後、

バスで高松空港へ向かいました。羽田空港を経由して北海道の新千

歳空港へ到着後、羊ヶ丘展望台で北海道の寒さと雪景色を実感。札

幌ドームの見学を経てアサヒビール園でジンギスカン鍋を食べまし

た。2 日目はスキー研修が始まりました。生徒はインストラクターの

指示を聞きながら、ブレーキの仕方や曲がり方などを学びました。

その後の札幌での自主研修は、班の友だちと一緒に自由に観光し、

北海道のおいしいご飯を堪能しました。3 日目もスキー研修が続き

ました。初日になかなか滑れなかった生徒も、スキーの操作を習得

し、急な坂道や曲がりくねった林道を自由に滑ることができるよう

になっていました。スキー研修後は小樽での自主研修に出発しまし

た。小樽の街並みを歩きながら、生徒はたくさんのお土産を購入しま

した。最終日は、札幌場外市場と新千歳空港で新鮮な海鮮物や北海道

の名物を食べたり、お土産をたくさん購入したりしました。また、ホ

テル内でも改めて友だちと話をする良い時間になったと思います。 

内容の濃い 4 日間を過ごした生徒たちは、楽しかったという思い

出だけではなく、集団行動をする上での規律正しい行動、社会的な考

え方を学ぶことができたようです。スキー研修も、最初はできなくて

もインストラクターの話をしっかり聞いて挑戦すればできるように

なること。やろうとしてもできないという悔しい気持ちを繰り返しな

がら頑張ることで、少しずつできてくることを実感しました。今後の

生活にも、修学旅行の経験を生かしてほしいです。 

「札幌の自主研修で札幌駅に行きましたが、とても大きくて道に迷

いました。札幌ラーメンや海鮮丼がおいしかったです。」(2 ト 池田

さん) 

「スキーは、最初は滑れなかったけど、何回もしているうちに滑れるようになって楽しかったです。

バスの移動も、普段見れない景色を見ることができてよかったです。」(2 セ 正木さん) 
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2学期終業式実施される 
12 月 24 日(金)、2 年海洋技術科の遠洋航海壮行会と終業式がリモートで行われました。遠洋航海

壮行会では、家庭クラブから全校生徒が作製した千羽鶴や応援委員のエールが 2 年海洋技術科に送ら

れました。それを受けて、板野さん(2 オ)は、「日頃の勉強の成果を発揮し、学校で経験できないこと

を学び、65 日後に全員が安全に帰ってきたい。」と挨拶しました。遠洋航海は、1 月 13 日(木)に多度

津港を出港し、3 月 18 日(金)に帰港する予定です。 

また、終業式では髙倉校長先生が「未来は今の皆さんの過ごし方でどうにでも変えられる。目標を

もつことは、自分を変えるきっかけをつくるということ。」と、今年 1 年を振り返り、新しい年に向

けて目標をもってほしいと語りました。2 学期は 100 周年記念式典をはじめ、公開展、体育祭、修学

旅行など多くの行事が行われました。2022 年もさらに充実した学校生活を送れるように、日頃の体

調管理等にさらに意識を向けていきたいものです。 

 

クラスマッチ、各競技で熱戦 
12 月 22 日(水)、23 日(木)、2 学期のクラスマッチが開催されまし

た。今回は新たにソフトバレーボールが競技に追加され、ソフトボー

ルと卓球、オセロを合わせた 4 競技で行われました。それぞれの競技

でクラスの仲間たちと一生懸命取り組みました。1 学期と同様に各会

場で熱戦が繰り広げられる中、ソフトボール競技では 3 年土木科、ソ

フトバレーボール競技では 3 年海洋生産科、卓球競技では 2 年建築

科、オセロ競技では 2 年土木科が優勝を果たしました。おめでとうございます。 

「ボールを繋ぐということは、気持ちを繋ぐということ。チームで力を合わせて頑張りました。最後

のクラスマッチのバレーで優勝できて、仲間との良い思い出になりました。」(3 セ 石川さん) 

 

善通寺養護学校と交流 
12 月 13 日(月)、善通寺養護学校にて 3 年建築科の生徒 8 名が善通

寺養護学校の生徒と交流を行いました。「街灯りの交流」では、本校の

生徒が車いすを押したり、養護学校の生徒と会話したりしました。「も

のづくりの交流」では、かまぼこ板を切って形を整え、タイルを貼っ

て裏にマグネットを付けるという作業を行いました。 

17 日(金)には、写真部の 1 年生 5 名が善通寺養護学校の写真部と交流を行いました。この交流では

お互いの写真を紹介したり、校内で一緒に写真を撮って回ったりしました。両校の生徒は、どの活動

も楽しく交流でき、良い体験になったようです。 

 

1年生対象の校内企業説明会実施 

 12 月 14 日(火)、1 年生を対象として校内企業説明会が実施されました。この説明会は毎年行われ

ているもので、各科 2 つずつ企業の方々に来校していただき、1 年生を対象に企業の概要や求めてい

る人材などを説明いただいています。今回も 6 学科、計 12 の企業に来ていただき、有意義な講義を

していただきました。生徒にとっても、将来を考える上で参考になる情報が多かったようです。 

「企業の方が丁寧に会社の説明や社会人としての人間性について話してくれました。地球温暖化が

進む中、電気で動く船を造っているという話を聞いてびっくりしました。自分も将来携わりたいと思

いました。」(1 キ 塩野さん) 
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あけましておめでとうございます。2021 年

は皆さんにとってどんな 1 年でしたか？

2022年がさらに良い 1年になれるように、

多高生みんなで頑張りましょう。              

生徒会 

海洋生産科、沖縄大会で発表 

 12 月 17 日(金)、3 年海洋生産科の 3 名(瀬戸さん、中井さん、松本

さん)が沖縄県で行われた「全国水産・海洋高等学校生徒研究発表大

会」に参加しました。四国大会で最優秀賞に選ばれた彼らの研究は、

「ハマチの中落ち」がテーマです。普段捨てられている中落ちの部分

を高温高圧で調理すると、骨ごと食べることができるようになりま

す。本校の海洋生産科では、これを商品化し、販売することも行って

います。今回の発表は、奨励賞をいただきました。また、彼らは沖縄

水産高校に訪問して施設見学を行ったり、海岸に行って軽石が流れてい

るかの調査を行ったりするなど、実り多い沖縄への研修となったようで

す。「全国から集まった 11 校の前で発表するのは緊張しましたが、他

の学校が研究していることを知れて、勉強になったし、楽しかったで

す。」(3 セ 瀬戸さん) 

 

芸術鑑賞で映画にふれる 

 12 月 6 日(月)、サクラートたどつで芸術鑑賞が行われました。午前中に機械科、海洋技術科、海洋

生産科が、午後には電気科、土木科、建築科が会場に移動し、『アルプススタンドのはしの方』という

映画を鑑賞しました。この映画は 2017 年の第 63 回全国高等学校演劇大会にて最優秀賞を受賞した作

品です。「しょうがない」と初めから諦めていた主人公をはじめ、高校生 4 人がそれぞれが抱える様々

な思いや心の変化を目の前で繰り広げられる高校野球の試合展開に重ね、気持ちが熱くなっていく物

語でした。考えさせられることが多い内容の映画で、生徒からは難しかったという感想も出ましたが、

どこか自分と重なる描写があったり学びになる場面もあったりしたようです。 

「今まで自分も頑張ってきたことを『しょうがない』で諦めてしまった経験があったので、自分にあ

てはめられるところもあり、考えさせられる映画でした。」（1 オ 秋元さん） 

 

ＳＤＧsに向けた造船業界の技術について学ぶ 

～機械科３年生(造船コース)・２年生 外部講師招聘～ 
12 月 8 日(水)、3 年造船コースには丸亀の今治造船㈱、9 日(木)2 年生には、坂出の川崎重工(株)か

ら、それぞれ講師に来ていただきました。 

3 年生は 1 年間を通して、船の建造・進水・航行テスト・受け

渡しまでの一連の流れを講義していただきました。そして、これ

からは車だけでなく船もデジタルトランスフォーメーションが

加速し、動力においても環境にやさしい今までにないものが採用

されていくので、船殻を作る技術者はもとより、新しい機器を艤

装でき、操作できる技術者の需要が増えていくということでした。 

2 年生では、これからの水素社会に向けて、世界に先駆けて大型

LNG(-162℃の液化天然ガス)運搬船を完成させた川崎重工㈱が今度は

水素運搬船を建造している話を聞くことができました。川崎重工㈱独

自の球形アルミタンクの製造は特許の塊であり、日本の技術力の高さ

を感じとれる講義でした。 

自分の行った仕事が社会に貢献している。どんな仕事にもそれは言

えることであり、そこに誇りが持てる多高生になってほしいと感じました。 

リレー随想  「おせち」 

電気科  多田 佳弘 先生  

 

明けましておめでとうございます。皆さんは正月におせちは食べましたか？私は毎年祖母

が用意してくれたものをほぼ独り占めしています。（笑） 

年末年始を迎えようとしている今、おせちに込められている意味について調べてみました。

例えば「鯛」はめでたい、「レンコン」は見通しの良い１年を祈るなどがあります。皆さんは

意味を考えながら食べていますか？私は食欲を素直に受け入れ、夢中で頬張ってきました。

今回食べる機会があれば中身の具材の意味を調べて、それを会話のひとつにしてみてもいい

かもしれませんね。最後に日本の伝統であるおせちは具材の種類や意味、各お重に詰めるべ

き具材など様々なことが受け継がれていますが、一番大切なことは、家族全員が楽しく美味

しく食べることのようです。今回から私も家族全員で食べることにしました。今年もよい年

となるように祈っています。 

《主な行事》 
１月 

 11 日(火)始業式、生徒会役員認証式 

 12 日(水)、13 日(木)実力テスト(1、2 年) 

 13 日(木)遠洋航海出港式、食育事業(3 年保育選択者) 

 14 日(金)情報技術検定、第 2 回公務員模試(2 年) 

 19 日(水)授業公開日、卒業考査時間割発表、校内生徒研究成果発表大会 

 20 日(木)第 5 回書取テスト 

 26 日(水)～31 日(月)卒業考査 

 

２月 

   １日(火)～自宅学習(3 年) 

2 日(水)自己推薦選抜 

 4 日(金)小論文テスト(2 年)、工業基礎学力テスト 

 7 日(月)工場見学(1 キ、2 キ) 

 8 日(火)第 6 回書取テスト 

 10 日(木)学年末考査時間割発表、多度津小学校との木工教室(建築科) 

 11 日(金)ロボットアメリカンフットボール香川県大会(本校) 

 13 日(日)ミニ水族館             

15 日(火)3 年登校日 

 17 日(木)～24 日(木)学年末考査 

 25 日(金)卒業式準備、大掃除、第 3 回公務員模試(2 年) 

  28 日(月)卒業式予行 

 



 


